
年 3月,犬山).

15) 田中洋之,須賀丈 (2005)ボルネオ島に生息する

ミツバチ3種の遺伝的多様性とその成立について.

第52回日本生態学会大会 (2005年3月,大阪)第

52回日本生態学会大会講演要旨集 :305.

講演

1) 川本芳 (2004)遺伝子からみた生物多様性.第 3

回地球研フォーラム :もし生き物が減っていくと

-生物多様性をどう考える-(2004年7凡 京都).

系統発生分野

茂原信生 ,相 見満 ,高井正成 ,本郷一美

<研究概要>

A)霊長類の性選択

相見蒲

オナガザル類では犬歯の性的二型が顛著であると

いわれてきた.しかし,シロクロコロブス類では雌の

,犬歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長

類の犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢疏著な性的

二型を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択

一に分けておこなわれてきた.このような二者択一の

議論をシロクロコロブス類に当て時めることができな

いようだ.これまでの議論では不十分であり,性選択

に関する議論の再検討をはかっている.

B)霊長類の周目性起汝の検討

相見満

霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現

在,一般的な説である.しかし,晴乳類の共通の祖先

は昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そ

こで,霊長類について検討した.その結果,壷長頬も

かつては昼も夜も活動する,すなわち,周目性だった

との仮説を提出した.マダガスカルにすむ原猿類キツ

ネザルの現地調査をおこない,この仮説の検証につと

めている.

q スンダランドの霊長類の変遷

相見満

現在のマレー半島,スマ トラ,ボルネオ,ジャワ

はかつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる

一続きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が

豊富で,コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.

これらの特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地

域の動物相全体の変遷を明らかにしたい.

D)東アジアの第三紀前半の化石霊長類の進化に関す

る研究

茂原信生,高井正成,鍔本武久 (学振特別研

究員)

ミャンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる

中期始新世未の地層を対象にして,.霊長類化石の発掘

を目的とした調査をおこなっている.同地域から見つ
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かる化石霊長矧 も 原始的な曲鼻猿類と衣紋類の中間

的な形憶を示しており.英検類の起源地と起源時期に

関す.る的争に大きな買献をしている.

E)南米大陸における爪三紀の化石怒長類の研究

高井正成,茂原信生

南米大陸各地の節三紀の地層から発見された化石

広鼻損類の形態学的および系統的な解析をおこなって

いる.特にコロンビア国南部のラペンタ地域から発見

された中期中新世の複数の化石霊長類とボリビア国中

部のサジャ地域から発見された漸新世末期の化石霊長

類に関して研究を行っている.

F)ユーラシア大陸における第三紀末期のオナガザル

上科霊長類の進化に関する研究

高井正成,鍔本武久 (学振特別研究員)

ユーラシア大陸におけるオナガザル上科の進化プ

ロセスを古生物学的観点から研究している∴特に中央

アジアで見つかっているParapres少tL.Sと西アジアで見

つかっている ParadolL'chop肋ecusに関して形態的 ･系

統的解析を行っている.

G)地球規模から見た霊長類の進化プロセスに関する

包括的研究

高井正成,鍔本武久 (学振特別研究員)

新生代初頭 (約6500 万年前)から始まる霊長類の

進化プロセスを,地球規模の環境変動といった観点か

ら研究している.即ち,新生代の大陸移動 ･梅流の変

化 ･気候変動にともなう植生や動物相の変化が.いか

にして霊長類の進化を促しその分布や形態を変化させ

るに至ったかという ｢進化プロセス｣を,巨視的な観

点から説明するべく研究を行っている.

H)完新世ニホンザル骨形態の地理的変異の成立に関

する研究

高井正成,本郷一美.茂原侶生.姉崎智子 (非

常勤研究員)

現生のニホンザルの歯牙や骨格にみられる形態的

な地理的変異の成立に関して.日本各地の考古遺跡か

ら出土した骨資料との比較から検討した.霊長類研究

所所蔵の現生野生ニホンザル標本 540体,その他考古

追跡出土ニホンザル化石の上顎･下顎犬歯および臼歯,

近位 ･遠位の両骨端が骨化 ･癒合した四肢骨の計測を

行い追加姿料の分析を行っている.

T)酉アジアにおける偶蹄類の家市化と牧畜技術の発達

に関する研究

本郷一美

酉アジアにおける偶蹄類の家畜化の過程と牧畜経

済の成立から遊牧の発生に至る変化を探るため, トル

コ南文部とヨルダンで新石器時代追跡の発掘調査を行

っている. トルコ南東部のチャヨヌ追跡 (先土器新石

器時代)から出土した嘱乳動物骨の同定分析を進め,

この地域の定住農耕村落では先土器新石器時代B期中

頃から,偶蹄類のサイズや齢構成の変化が始まること

を明らかにした.また,種による家畜化過程の追いを

研究している. トルコ北東部山岳地帯における移牧と

乳製品生産についての民族調査も行っている.

J)タイ南部の狩猟採典民による箆長類狩猟の民族考

古学的研究

本郷一美

タイ南部の森林地帯に住むマニ族は最近まで吹き

矢による霊長類の狩猟を行っていた.マニ族の居住跡

の民族考古学的調査により収処された霊長類骨格の同

定 ･計測をすすめている.(ドイツ･チュービングン大

学先史学部との共同研究)

K)日本犬の起甑と移動に関する研究

茂原倍生,本郷一美,柿崎智子 (非常勤研究

員)

日本犬の起源を探るために,日本各地の古代家犬,

ならびに在来犬の調査を行った.縄文時代から江戸時

代の古代家犬の写真投影と計測,非計測的形質の調査

を日本で行い,さらに,日本では観察できない現生の

品種の形態調査をスイスのベルン博物館で行った.先

にまとめた日本で印刷されたイヌに関する文献調査に

続いて,海外の文献調査を行っている.

<研究共析>

原著論文

1) Hongo,H.(2004)TransitionfromtheBronzeAgeto

theIronAgeinCentralAn atolia:Aviewfromfaunal

remainS from Kaman-KalehO叩k.The An atolian

ArchaeologicalStudiesO(Ill):121-131.

2) Eg主,N.,SoeThuraTun.,Takai,M.,Shigehara,N.,

Tsubamoto,T.(2004)Geographicalandbodysize

distributions ofthe Pondaung pnrmtes with a

-25-



coll皿entOnthetaxonomicasslgnmentOfNMMP20,

postcranium ofanamphipithecid.Anthropological

ScienceI12(1):67･74.

3) Egi,N.,Holroyd,P.,'Tsubamoto,T.,Shigehara,N.,

Takai,M.,SoeThuraTun.,AyeKoAung.,AungNaing

Soe.(2004)Anewgenusandspeciesofhyaenodontid

creodontfrom thePondaungFormatlon (Eocene,

Myanmar).JouふalofVertebratePaleontology24(2):
502･506.

4) Hongo,H.,Meadow,氏.H.,Oksuz,B.,Ilgezdi,G.

(2004) AnimalExploitation atCay6ntlTepesi,

SoutheastemAn atolia.TtJBA-AR(TurkishAcademy

ofSciencesJoum alofArchaeology)7:1077119.

5) Horwitz,LK.,Tchemov,E.,Hongo,H.(2004)The
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New PerspectivesonSouthwestAsiain Lightof

RecentDiscoveries on Cyprus" :35-48,(eds.

Pcltenburg,E.,Wasse,A･)LevantSupplementary

Scries1,OxbowBooks,Oxford.
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An血opologiCalScience112:257･267･
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Barrett,P.,Tsubamoto,T.,Yamaguchi,M.,YalmguChi,
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Bulletin ofKitakyushuMuseum ofNaturalHistory

andHumanHistozySer.A(3):123-133.

8) Kay,R.F.,Williams,B.,Ross,C.,Takai,M.,Shigehara,

N.(2004) Anthropoid Odgins:A Phylogenetic

Am lysis.AntllrOPOid Odgins:New Vision (edsI

C.F.Ross&RF.Kay):91-135.

9) Kay,R.F.,Sclm itt,D.,Vinyard,C.,Perry,J･,

Shigehara,N.,Takai,M･,Egi,N.(2004)The

paleobiologyofAm phipithecidae,South Asianlate

EoceneprlmateS.JoumalofHum an Evolution46:
3･24.

10) Shigehara,N.,Takai,N.(2004)TheMorphologyof

TwoMaxillaeofPondaungPrimates(PondaungL'a

cotteriandAmphlPiLhecusmogauTlgeTWis)(middle

Eocene,Myarmar). An thropoid Origins: New

Vision(eds.Callum F.Ross& Richard F.Kay):
322-340.

11) Suzuki,H.,MaungMaung.,AyeKoAung.,Takai,M.

(2004)Jurassicradiolariafrom chertpebblesofthe

EocenePondaungFormation,CentralMyanmar.NIJb･

Geol.Palaont.Abh.231(3):369･393.

12)Takai,M.,Shigehara,N.(2004)ThePondaung

Primates,Enigmatic"PossibleAnthropoidsl.fromthe

LatestMiddleEocene,CentralMyanmar.Anthropoid

OriginS:NewVision:283-321.

13)Tsulm oto,T.,Takni,M.,Egi,N.(2004)Qtuntitative
analysesofbiogeographyandfaunalevolutionof
middletolateEocenemarrunalsin払stAsia.Joumal

ofVertebratePaleontology24(3):657･667.

14)Tsubamoto,T.,Egi,N.,Takai,M.,ChitSein.,Maung

Malmg.(2005)MiddleEoceneungulatemammals

丘om,Myanmar:Areview with descriptionofnew

specimens.Acta Palaeontologica Polomica 50(1):
117こ138.

15)Tsubamoto,T.,Rougier,a,Isaji,S.,Manabe,M.,

Forasiepi, A. (2004) New Early Cretaceous

spalacotheriid.'Sym etrodont"marrmalfromJapan.

ActaPalaeontologiCaPolonica49(3):329-346.

総説

1) Fooden,J.,Aimi,M.(2005)Systematicreview of

Japanesemacaques,MacacafuscaLa(Gray,1870).

Fieldiana:ZoologyNewSeries104:pp.vi+200.

報告

I) 本郷一美 (2004) r肥沃な三日月地帯｣東半分で

の偶蹄類家畜化の過程 平成 15年度科学研究費補

助金 (基盤研究(C)(1) r特定領域研究 『総合的研

究手法による西アジア考古学』の申請に向けた企

画調査J研究代表者 :国士舘大学イラク古代文化

研究所 ･大沼克彦)研究成果報告書 :22-31.

2) 茂原信生,平口哲夫,横井秀雄 (2004)三引追跡

出土のイヌならびに他の中 ･小型噴乳類.一般国

道 470号線改良工事及び主要地方道氷見田鶴浜線

建設工事に係わる埋蔵文化財緊急発掘調査報告等

CvIII)r田鶴浜町三引遺跡 ⅠⅠⅠ(下層編)｣石川県教育

委員会 ･財団法人石川県埋蔵文化財センター :

305･331.

3) 茂原信生 (2004)山梨県百々追跡出土の平安時代

人 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書212免

rr百々遺跡 2･4｣山梨県教育委員会,国土交通省

甲府河川国道事務所,日本道路公団東京建設局 :

445-447.

4) 茂原倍生 (2004)須坂市井上 ･幸高遺跡群,井上

氏居館祉南堀跡から出土した人骨と獣骨.長野県

須坂市市道園芸高校井上線道路改良工事に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書 ｢井上 ･幸高遺跡群,井

上氏居館祉南堀跡｣,須坂市教育委員会 :35･42.

5) 茂原信生,芹沢雅夫 (2005)志村遺跡第 5地点 (東
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その他雑誌

I) 本郷一美 (2004)手のいろいろ.飛騨の散歩道
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2) 高井正成 (2004)霊長類進化の拠点はアジアか?

地球大進化 :46億年 ･人類の旅 5:1221127.
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古学ハン ドブック』" :390･410,(安田喜慈 締)朝

食音店,東京.
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Consortium inEvolutionaryPrimatology(2004* 10
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その他

1) 高井正成 (2004)霊長研フォーラム第26回.広報

いぬやま 11月 1日号.

社会生態研究部門

生態機構分野

上原重男,M.A.Hu血lan,橋本千絵

<研究概要>

A)アフリカに生息する野生チンパンジー ･ボノボの

生態と行動

上原重男,M.A.Hu血lan,橋本千絵.

座馬耕一郎 (学振特別研究員)

タンザニア国マハレ山塊とルボンド島(ヴィク ト

リア湖),ウガンダ国カリンズ森林とプドンゴ森林,ギ

ニア国ポッソク,コンゴ民主共和国ワンバなどのアフ

リカ各地を調査地として,チンパンジーを中心に生態

学的調査をしている.最近では地域間 ･集団間の文化

(伝統)の違いを明らかにし,その進化的意義を考察

ために以下の研究を行った.マハレでは,同所的に生

息する晴乳類に及ぼすチンパンジーの狩猟圧を考察す

るために,大 ･中型は乳類のうちチンパンジーの被食

種の生息密度をモ=,タリングしている.また,チンパ

ンジーのシラミの密度を推定し,チンパンジーの毛づ

くろい行動に与える影響を調べた.地域差が極端なア

リ食行動の背景にあるアリ相の量的比較を,マハレと

カリンズのあいだで試みた.類人猿の自己治療行動研

究の一環 として,チンパ ンジーの寄生虫盛典症 と

SIVcpzウイルスによる感染を,さまざまな地域間で比

較している1.ルボンド島では,移入された西アフリカ

由来のチンパンジーの行動生態学的研究を 2000年に

開始し,島全域の植物環境を集中的に調査している.

カリンズ森林では,メスの性行動について研究を行っ

た.マハレ山塊とポッソクで,野生チンパンジーのメ

ス 2頭が性皮をこする行動の観察について,ボノボや

飼育下チンパンジーの研究と比較し報告した.

B)ニホンザルの行動生態学的研究

上原重男,M.A.Hu瓜nan.半谷吾郎 (学振特

別研究員),CADNahallage(大学院生),

J-BLeca(外国人共同研究者)

ニホンザルの自然群や餌づけ群,飼育コロニーで

調査をしている.嵐山 (京都府),小豆島 (香川児)高

崎山 (大分県),幸島 (宮崎県)等の餌づけ群と霊長研

内の放飼場コロニーでは,石遊びなどの文化的行動の

社会的学習 ･伝播機構の比較研究をした.また,屋久

島 (鹿児島県)では体温調節行動について研究を行っ

た.
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